
      環境ニュース（士幌町環境マネジメントシステム）             ３６号 

～ 環境に優しい士幌町を目指して ～  
 

    ～役場で行っている環境マネジメントシステムの内容や取り組みについて紹介します～ 
    １０月２４日に行われた平成２８年度外部監査についてご報告します。 
    町民監査員 2 名、外部監査員２名、実行責任者（管理職）、環境マネージャー、事務局により外部

監査を行いました。監査結果については以下の通りです。 
 
士幌町長 小林康雄                               

平成 28 年 10 月 24 日 
  
                                士幌町環境マネジメントシステム監査チーム 
 主任監査員  貝守 良光 
 副主任監査員 東村 達夫、中口 毅博 
ＬＡＳ－Ｅ実施項目の監査結果について、以下のとおり報告いたします。 

 

１．監査日程 

平成 28年 10 月 24 日(月) 
 

２．監査対象 

本庁舎：9実行部門、外部施設：10 実行部門、計 19 実行部門 

および環境政策推進本部長、副本部長、事務局 
 

３．LAS-E 監査内容 

【重点項目監査】 

１ 役場全体および各課のマネジメント 

２ 役場全体および各課のアクション 

① 仕事の改善による省エネ・省資源 

② 地域環境保全 

③ 環境政策に関する提言 

３ ガバナンス 

 

 

参考：LAS-E共通実施項目 

 第１ステージ 

1-1～1-30（1-12、1-23、1-30 を除く）計 27 項目相当 

 第２ステージ 

2-1～2-6、2-8～2-10、2-12、2-14～2-17、2-21、2-22、2-25～2-30 

  計 21 項目相当 



 

４．総合所見 

 
 
今回は昨年から導入した LAS-EⅡ規格に準拠した監査手法により、重点的な監査項目に絞り込んだ監査

を行いました。特に今回からは、LAS-E が本来目指している住民主導の環境政策実施に近づくために、監

査員研修において他自治体の先進事例を把握した上で、各部署にお勧めの施策を紹介しました。町民監査員

の適切な施策紹介に対し、役場職員は真摯に耳を傾けており、より有効な監査を実施することができました。 
取り組み状況について全体的に見ると、これまで継続してきた取組みが定着し、旧規格の第１ステージ及

び第２ステージ第 1 ステップ相当の取組みはよく実施されていました。評価結果をみると、◎が２項目に

とどまりましたが、これはエコオフィス的な取組みについては優良事例であっても◎をつけないという住民

監査員の判断に起因するものであり、レベルが低下しているわけではありません。◎がついた取組みは、環

境保全に関わる事業の成果と本来業務の拡大に関するものでした。 
一方改善を要する課題として△が 3 件ありましたが、いずれも研修に関するものとなりました。 
以下、項目別に詳細を述べます。 

１．役場全体及び各課のマネジメント 
役場全体のマネジメントは、事務局においては、昨年＜改善が必要な取組み＞の指摘があった、関連する

法律等の特定・遵守の確認について、様式を変更するという改善がなされました。また事前書面調査の時期

を年度初めに変更し、特殊業務の有無を事前に把握するなど、マネジントを前向きに行っていることが確認

できました。 
各課のマネジメントでは、町民課で従来から行っていた小型家電の回収を、品目・量とも拡大し、リサイ

クル業者に売却することで廃棄物の削減効果を上げています。 
課題として、会議の報告等を実施しながら、「研修」との認識がない部署があり、改善対象といたしまし

た。今回指摘のない部署においても、研修の実施と指導、内容の伝達、職員の認識確認を着実にしていただ

くことをお願いします。 
また、事前書面調査票も概ね各課の業務と環境との関わりを捉えていましたが、新しい様式にして２回目

でもあり、今後の充実が期待されます。 
なお、小学校の一部では異動に伴う引き継ぎや内部での情報共有が十分ではないと思われるものがあり、

今後は主幹部署である教育課の指示やフォローに期待いたします。 
 

２．役場全体及び各課のアクション 
役場全体の取組みは、町長のリーダーシップにより、再生可能エネルギーの導入などは引き続き大変よい

取組みが行われていました。今年度新設の「道の駅」における太陽光発電の成果と波及効果に期待します。 
各課のアクションについて、今回の重点監査項目の監査結果は以下のとおりです。 

重点監査項目１：仕事の改善による省エネ･省資源 
環境への負荷が大きい事務・業務の改善（効率化など）は行革にもつながる重要項目です。病院など設備

が更新の時期を迎えている施設が見られます。国の補助制度等を活用し、電気や熱を同時に発生させるコジ

ェネレーションの導入や、バイオマス・バイオガスなど再生可能エネルギーを熱源とした設備の導入の検討

をお勧めします。 
事前書面調査票では、各課の業務において環境への負荷が大きいと思われるものがいくつかピックアップ

されていました。産業振興課の「収穫祭」で高校生ボランティアがごみ分別を行うなど、環境保全の住民へ

の周知・啓発の効果が窺えます。今後ともさらなる把握と改善へのアクションが期待されます。 
重点監査項目２：地域環境保全 

第 2 ステージの重要な項目で、各部署においていろいろな取組みがされていました。事前書面調査票では

適切に課の業務と地域環境との関わりを捉えており、それらが本来業務の取組みにつながることが期待され

ます。 
重点監査項目３：環境施策に対する提言 

今回、監査員研修において先進的事例を学び、その中から監査先に相応しい事例を監査チームごとに選定



し、紹介しました。これに対しほとんどの部署で、何らかのかたちで取り入れよう、という、前向きな反応

がありました。これを実現するには事務局のフォローや支援が不可欠となります。あまり間を置かずフォロ

ーすることで、早期の実現を期待します。 
 

３．ガバナンス 
住民等とのコミュニケーションについては、役場全体（事務局）及び各課とも概ね良好に公表、周知、啓

発などが行われておりました。お勧め政策として紹介した、封筒を活用した町の環境に関する取組み紹介は、

封筒の切り替え時期に合わせて実現可能かつ有効な取組みと思われますので、早期の実施を期待します。 
 
以上、今回の監査で、住民主導で環境政策を見直すことへの第一歩が踏み出せたと思われます。士幌町が

目指す「環境配慮を優先した地域づくり」「自然との共生・調和した町」「ふれあいユートピアしほろ」の実

現のため、今後の一層の躍進に期待いたします。 
なお、前回より外部施設については３年で一巡というスケジュールになっています。現場監査の行われな

い施設においても緊張感を失わないで、着実な取組みを継続されることを望みます。 
 

＜すぐれた取組み＞ 

評価 監査部署 チェック項目 内容

◎ 産業振興課 A-2 収穫祭で今年高校生がゴミの分別

◎ 町民課 M-3
小型家電収集を（４２品目→４５リットル袋に入るもの
に）拡大　（３０７０ｋｇ→４３６０ｋｇ（２／３回））  

 
＜改善が必要＞ 
評価 監査部署 チェック項目 内容

△ 国保病院 M-2 研修が実施されていない。会議で実績報告
△ 出納室 M-2 研修としての認識がない（報告はされている）
△ 特養センター M-2 研修としての認識がない（報告はされている）  



５．監査実施項目評価結果一覧（サンプリングで監査をしています） 

視点
設問

№
重点項目 取組み内容

実施率
(◎または
○)

評
価
結
果

協議と指示（推進本部） 首長による定期的協議、適切な指示 100% ○

庁内のコミュニケーション
（事務局）

環境マネージャー会議の開催
推進本部会議の開催、町長からの指示への対応
基本方針の周知・指導

100% ○

事務局の状況
環境に関する取組みの状況と変更点
すぐれた取組みの例
マネジメント上での変更点・改良点

100% ○

1 各課の状況 業務内容・人員等　/　環境影響の把握 ― ―

2 教育、研修等の状況
環境や環境マネジメントシステムに関する教育・研修
の実施、理解

84% ○

3 課長や職員の認識の確認

環境方針・目標・組織体制の認識
施策・事業の成果・予算等の把握
環境関連事業の評価
課の業務に応じた環境活動の実施

100% ○

施設・設備の改善による
省エネ・省資源

公共施設における再生可能エネルギー等の導入、公
共施設の新設・更新時等に環境配慮型設備を検討

100% ○

1
仕事の改善による省エネ・
省資源

省エネ・省資源、節水・排水、紙の削減・リサイクル、
廃棄物削減・リサイクル、グリーン購入
施設常駐者への環境配慮、出入り業者への配慮要
請
公用車使用の負荷低減、通勤時の負荷低減
事前書面調査票に記載の環境負荷・特殊業務の状
況と取組み

100% ○

2
地域環境保全・本来業務
での取組み

水環境保全、森林・農地の保全、生物多様性
廃棄物や有害物質の排出削減
地域資源の活用、産業育成
施設等利用者への配慮要請
事前書面調査に記載の環境に関わる事業・業務・活
動の状況

100% ○

3 環境政策に関する提言
先進的取組みの紹介と導入の提言、取組みの可能
性

100% ○

4 独自の取組み 独自の環境配慮の工夫、実践 100% ○

ガ
バ
ナ
ン
ス

住民等とのコミュニケー
ション

行政の環境保全に対する施策や取組みの公表・公
開
公共事業に関わる環境負荷の情報公開
環境に関わる意見・苦情への対応
環境保全事業等への住民参画状況の把握
計画の策定・改定への住民参画

100% ○

前回監査のフォロー
前回勧告・改善要望のあった項目の改善状況
（遵守すべき関係法令の、洗い出しと定期的見直し）

100% ○

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ア
ク
シ

ョ
ン

実施率（監査項目に対する◎または○の個数の割合）が
80％以上なら〇、60％～80％なら△、60％未満なら☓と評価



共通実施項目評価結果(第2ステージ)

No.
視
点

取り組み内容 (◎は必須項目）
実施率

(◎または○）
評価
結果

1
再生可能エネルギーの利用や省エネルギー活動を実践することにより、災害に強い低炭素型のまちづくりを進
めるための施策・事業に取り組んでいる

100% ○

2 環境負荷の少ない移動手段の確立を進めるための施策・事業に取り組んでいる 100% ○

3 健全な水循環や、清らかな水・水辺環境の維持･回復を進めるための施策・事業に取り組んでいる 100% ○

4
森林・農地の持つ環境保全機能を維持し、生物多様性の保全・創造を進めるための施策・事業に取り組んでい
る

100% ○

5 廃棄物の排出や有害物質の使用を減らし、資源の循環利用を進めるための施策・事業に取り組んでいる 100% ○

6
地域資源の活用や地域間連携による産業育成やまちづくりを進め、食糧や主要な資源の自給度を高めるため
の施策・事業に取り組んでいる

100% ○

7 地域の個性を伸ばす独自の施策・事業に取り組んでいる - -

8 遵守すべき関係法令の洗い出しとその見直しが定期的に行われている 71% △

9 公共施設の緊急時・非定常時における環境配慮に取り組んでいる 100% ○

10 公共施設の利用者に対し環境配慮の要請をし、その状況を確認している 100% ○

11
公共事業の計画・設計・発注・施工時の環境配慮に取り組んでいるとともに、関係法令およびガイドラインを遵守
している

- -

12 ◎1～11の環境施策・事業活動に関する独自の数値目標を5つ以上設定している 100% ○

13
地域の環境特性（大気、水質、緑、廃棄物などの状況）や地球環境への負荷（ＣＯ2排出量など）を定量的・定期
的に把握し、課題が明らかになっている

- -

14 環境に関する施策・事業を体系的に整理したうえで、その実施結果を定期的に把握し、とりまとめている 100% ○

15 環境保全関係事業予算や事業ごとの環境対策費の推移を定期的に把握している 100% ○

16
首長と環境に関する協議組織とが定期的に協議し、環境配慮や環境保全・改善施策について首長が適切に指
示している

100% ○

17
環境に関する計画や施策・事業について点検・評価し、成果や課題について把握し、今後の方針を検討してい
る

- -

18 エコオフィスに関する数値目標を各職場で設定し、自己評価・見直しを行っている - -

19 環境方針と関連する独自の取り組みを各職場で実施し、自己評価・見直しを行っている - -

20 職員が地域の環境に関心をもち、特徴や個性を認識・理解している - -

21 ◎13～20の環境政策の実施・点検・見直しに関する独自の数値目標を1つ以上設定している 100% ○

22 環境に関する市民の満足度やニーズについて、意識調査などを通じ定期的に把握し、とりまとめている - -

23
エコマネジメント部門で把握している事項をとりまとめ、年次報告書などの形で対外的に広く公表し、これらの取り
組みに対する市民などの評価を掲載している

- -

24 地域住民を対象とした環境に関する教育や広報活動に取り組んでいる - -

25 市民からの環境に対する問い合わせや苦情、要望に対し、迅速かつ適切な対応方法を確立し、とりまとめている 100% ○

26
環境に関する計画や施策・事業についての市民の意見を、はがき、メールなどで受け付けており、適切に対応し
ている

- -

27
環境保全･改善事業（公園・緑地などの維持管理、街路・河川などの環境美化活動など）に市民が参加・協力し
て実施した結果をとりまとめている

- -

28 環境に関する計画策定や改訂作業に、市民が直接参加する機会を設けている（市民委員会、懇談会など） - -

29
環境に関する施策・事業について、事前または事後に市民が直接意見を言うことのできる複数の機会を設ける
（懇談会、公聴会の開催など）

100% ○

30 ◎22～29の環境政策への市民参加に関する独自の数値目標を１つ以上設定している 100% ○
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実施率(監査項目に対する◎または○の個数の割合)が 80％以上なら○、60％～80%なら△、60%未満なら×と評価 



 

 

 

 

 

 
※士幌町環境マネジメントシステムのホームページを公開しております。（http://www.shihoro.jp/env/）      
※実施率(監査項目に対する◎または○の個数の割合)が 80％以上なら○、60％～80%なら△、60%未満なら×と

評価されます。 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成25年度より第２ステージ第１ステップに全面的に取り組む内容で運用しています

。第２ステージでは、地域全体を対象とするものとなり、町の環境政策を推し進める

ため、公共施設を利用される住民の皆様にも一層のご理解とご協力をお願いいたしま

す。 


